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　晩秋になると楽しみな光景があります。「稲わらロール」
の景色です。夕方近くに田んぼに有りそうな場所を探して
おき、翌朝、回収される前に撮影する、楽しいカメラ散歩
の一枚です。
≪撮影≫石原　三雄　さん
撮影日：2023年11月１日　　場　所：角田市毛萱

【今号の表紙】

『稲わらロールのある風景』



概要・質疑・討論

連
帯
保
証
人
の
要
件
に
つ
い
て
、
市
内

在
住
者
２
人
か
ら
県
内
在
住
者
１
人
に

条
件
を
緩
和
す
る
理
由
を
問
う
。

連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
、
多
く
の

方
が
親
族
に
依
頼
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
親
族
が
市
内
に
い
な
い
、
親
族
の

数
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
２
人
の
連
帯
保

証
人
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
相
談
が

あ
り
、
入
居
希
望
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。

購
入
方
法
が
昨
年
度
ま
で
と
異
な
る
よ

う
だ
が
、
詳
細
説
明
を
求
め
る
。

郵
便
で
全
世
帯
に
案
内
を
送
付
し
、
購

入
を
希
望
す
る
世
帯
の
方
は
申
込
書
を

返
送
す
る
（
事
前
申
込
制
）。
な
お
、
申
込

数
が
販
売
数
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
で
購
入

数
を
調
整
す
る
。
販
売
方
法
を
検
証
し
、
多

く
の
世
帯
の
方
が
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問問 議案
第64号

議案
第75号

議案
第65号

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
企
業
団
規
約
の
変
更

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　
村
田
診
療
所
の
資
産
は
、
柴
田
町
・
村
田

町
・
大
河
原
町
の
所
有
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

一
部
事
務
組
合
規
約
と
は
、
資
産
所
有
町
が

管
理
及
び
運
営
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る

も
の
で
、
資
産
未
所
有
の
角
田
市
に
そ
の
負

担
を
求
め
る
規
約
変
更
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
こ
の
度
、
村
田
診
療
所
に
小
児
科
外
来
が

設
置
さ
れ
、
角
田
市
に
と
っ
て
も
一
次
診
療

窓
口
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
、
安
定
的
な

医
療
供
給
を
「
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
体

制
構
築
」
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
十

分
に
納
得
し
う
る
内
容
で
あ
る
。

　
経
費
を
新
た
に
角
田
市
も
負
担
す
る
理
由

が
、
診
療
所
を
市
内
に
設
け
小
児
科
を
誘
致

す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
た
が
、
駆

け
引
き
も
辞
さ
ず
こ
の
機
会
を
活
か
し
確
定

さ
せ
た
の
ち
上
程
す
べ
き
だ
っ
た
。
誘
致
の

早
期
実
現
を
求
め
、
賛
成
と
す
る
。

答

答 商
工
振
興
費

（
地
域
消
費
喚
起
緊
急
支
援
事
業
）
5,853万円

日
下
　
七
郎

菅
野
　
マ
ホ

菊
地
　
利
衛

　第428回定例会は８月30日
から９月26日までの28日間の
会期で開かれました。
　市長から提案のあった条例の
改正、補正予算、令和５年度各
種会計決算などの議案17件を
審議し、原案のとおり可決・認
定しました。また、副市長と固
定資産評価審査委員会委員の選
任、教育長と教育委員会委員の
任命、人権擁護委員の候補者の
推薦について同意・適任としま
した。
　一般質問では、10人の議員
が市政全般にわたり論戦を繰り
広げ、市長の所信表明に対する
会派代表質問も行われました。
　最終日には、議員提出議案が
１件提出され、全会一致で可決
しました。

定例会
第428回

９月

　
管
理
代
行
制
度
（
入
居
者
の
募
集
や
決

定
な
ど
管
理
権
限
行
為
の
代
行
）
を
導
入

す
る
に
当
た
り
、
入
居
者
要
件
等
の
変
更

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【事業概要】

１ セ ッ ト １万3,000円
販 売 価 格 １万円
販 売 数 １万7,000セット
購入対象者 世帯主
購 入 方 法 事前申込制
購入可能数 上限１世帯５セット

※�購入申込は10月31日で締切ました。
当選者には11月中に通知が届き、指
定の期間・販売先で購入となります。

村
田
診
療
所
の
経
費
を
角
田
市
も
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
を
問
う
。

当
初
、
本
市
は
仙
南
医
療
圏
で
の
二
次

医
療
の
完
結
と
高
次
救
急
医
療
施
設
を

併
せ
持
つ
、
仙
南
の
中
核
病
院
の
整
備
を
目

指
す
こ
と
は
合
意
し
て
い
た
が
、
村
田
診
療

所
に
関
し
て
は
負
担
し
な
い
考
え
方
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
村
田
診
療
所
と
中
核
病
院
の

運
営
は
一
体
的
で
あ
り
、
構
成
自
治
体
の
１

市
３
町
で
負
担
す
る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し

た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
協
議
に
お
い
て
、
管

理
運
営
費
の
み
の
負
担
で
建
設
整
備
は
含
ま

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
意
で
き
る
負
担
割

合
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
村
田
診
療
所

が
中
核
病
院
の
一
次
診
療
窓
口
と
し
て
開
設
、

ま
た
、
小
児
科
医
療
機
関
が
な
い
本
市
の
要

望
で
、
予
約
制
で
は
あ
る
が
小
児
科
が
開
設

し
た
こ
と
で
、
よ
り
有
用
な
施
設
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
後
、
病
院
運
営
全
般
に
わ
た
る
関

わ
り
方
の
見
直
し
も
含
め
、
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答 　
み
や
ぎ
県
南
中
核
病

院
附
属
村
田
診
療
所

（
以
下
「
村
田
診
療
所
」

と
い
う
。）
の
管
理
及

び
運
営
に
要
す
る
経
費

の
負
担
割
合
を
変
更
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

市長の所信表明・会派代表質問

議
員
▼
令
和
７
年
度
開
設
の

「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
開
設
場
所
と
業

務
内
容
を
問
う
。

市
長
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

を
中
心
に
各
課
が
連
携
し
、

人
・
情
報
・
地
域
を
つ
な
ぐ

こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市

民
活
動
の
継
続
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
支
援
を
行
う
。

議
員
▼
２
年
目
に
入
る
「
地

区
計
画
」
見
直
し
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
予
定
を
問
う
。

市
長
▼
現
時
点
で
、
桜
地
区

が
見
直
し
を
完
了
し
、
計
画

実
施
に
向
け
て
部
会
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
西
根
地
区
も

お
お
む
ね
見
直
し
を
終
え
、

最
終
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
地
区
で
も
地
区
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る
。

議
員
▼
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち　
日
本
一
！
」
を
目
指

し
取
り
組
む
と
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
「
小
児
科
誘
致
」
の

実
現
に
向
け
て
分
析
・
検
討

し
た
内
容
と
計
画
を
問
う
。

市
長
▼
令
和
５
、
６
年
度
に

民
間
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
に
業
務
委
託
を
し
、
採
算

性
を
検
討
し
た
。
新
規
、
単

独
で
の
開
設
は
採
算
が
難
し

い
見
込
み
と
の
報
告
が
あ
っ

た
が
、
補
助
制
度
等
に
よ
り

新
規
開
設
の
初
期
費
用
等
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
に
一
定

程
度
の
手
当
が
で
き
れ
ば
採

算
が
見
込
ま
れ
、
小
児
科
招

聘
の
実
現
可
能
性
が
あ
る
試

算
と
な
っ
た
。
現
在
、
財
源

等
を
考
慮
し
補
助
制
度
創
設

に
向
け
て
準
備
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
医
師
会

等
の
関
係
機
関
か
ら
意
見
を

伺
い
な
が
ら
調
整
し
た
い
。

議
員
▼
「
小
児
科
誘
致
」
の

市
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

市
長
▼
実
現
に
向
け
て
誠
心

誠
意
努
力
す
る
。

議
員
▼
教
育
振
興
基
金
（
仮

称
）
の
使
途
と
財
源
を
問
う
。

市
長
▼
新
し
い
時
代
の
人
材

を
育
て
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
教
育
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

よ
り
幅
広
く
高
度
な
教
育
が

必
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
の

ほ
か
、
社
会
教
育
も
含
め
た

ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
。

な
お
、
財
源
は
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
等
を
活
用
し
て
い
く
。

議
員
▼
市
民
の
足
で
あ
る
阿

武
隈
急
行
線
を
鉄
路
で
存
続

で
き
る
よ
う
、
県
・
沿
線
自

治
体
・
鉄
道
事
業
者
と
協
議

し
活
路
を
見
出
す
と
あ
る
が
、

市
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

市
長
▼
阿
武
隈
急
行
線
は
、

本
市
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
要
で
あ
り
、
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
だ
と
捉
え
て
い
る
。
こ

の
秋
を
め
ど
に
宮
城
県
側
の

意
見
を
集
約
す
べ
く
、
現
在
、

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
本
市

は
、
一
貫
し
て
鉄
路
継
続
を

主
張
し
働
き
か
け
て
い
る
。

議
員
▼
重
点
的
に
や
る
べ
き

12
項
目
（
途
中
省
略
）
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
市
長
の

思
い
の
丈
を
色
濃
く
打
ち
出

す
施
策
を
問
う
。

市
長
▼
小
児
科
の
招
聘
、
阿

武
隈
急
行
を
鉄
路
で
残
す
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

会
派
代
表
質
問
と
は
、
会
派

に
所
属
す
る
議
員
が
会
派
を

代
表
し
て
質
問
す
る
こ
と
で

す
。
角
田
市
議
会
で
は
市
長

の
所
信
表
明
と
施
政
方
針

（
２
月
定
例
会
）
に
対
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

か
く
だ
未
来
倶
楽
部

武
　
藤
　
広
　
一

会
派
代
表
質
問

　
二
期
目
の
黑
須
市
長
が
、
今
後
の
市
政

運
営
や
施
策
な
ど
重
点
的
に
取
り
組
む
内

容
に
つ
い
て
、
角
田
市
第
６
次
長
期
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
に
沿
っ
て
表
明
し
ま
し
た
。

　
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（計画期間：令和４～13年度の10年間）
　角田市でどのようなまちづくりを
するのか、そのためには何が必要な
のかをまとめた角田市のまちづくり
に関係する最上位の計画です。

具体的な取組み【分野別施策】

【
市
民
力
】

�

市
民
活
動
団
体
の
設
立
・
運
営
・
活
動
・

連
携
の
支
援
等
を
行
う
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
令
和
７
年
度
に
開
設

�

人
材
の
掘
り
起
こ
し
、
関
係
人
口
づ
く
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

�

小
中
学
校
の
ふ
る
さ
と
学
習
・
高
校
の
地

域
探
究
活
動
支
援
な
ど
教
育
環
境
の
充
実

と
若
者
会
議
の
継
続
、
か
く
大
學
の
展
開

【
地
域
共
生
】

�

児
童
福
祉
充
実
の
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
機
能
を
整
備

�

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
現
の
た
め
、
市
民
と
行
政

に
よ
る
協
働

�

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
に
周
産
期
医
療
復

活
・
小
児
科
医
療
充
実
の
働
き
か
け
と
市

内
へ
の
小
児
科
誘
致

�

学
校
施
設
整
備
基
金
の
積
み
増
し
と
教
育

振
興
基
金
（
仮
称
）
設
置
の
検
討

【
地
域
資
源
フ
ル
活
用
】

�

有
機
農
業
の
推
進
、
若
者
の
更
な
る
就
農

促
進
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

�

角
田
宇
宙
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
企

業
誘
致

�

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

�

国
・
県
に
国
道
３
４
９
号
谷
津
前
地
区
の

嵩
上
げ
な
ど
市
内
外
の
横
軸
を
つ
な
ぐ
道

路
網
整
備
を
申
し
入
れ

�

阿
武
隈
急
行
線
の
鉄
路
存
続
を
関
係
団
体

と
協
議
し
活
路
を
見
出
す
。

黑
須
市
長　
　

所　
信　
表　
明

図：「角田市第６次長期総合計画概要版』より

角田市第６次長期総合計画
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決算審査特別委員会

会計区分 歳　　入 歳　　出

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 33億���170万円 32億9,179万円

後 期 高 齢 者 医 療 4億���469万円 3億9,620万円

介 護 保 険 32億2,653万円 31億7,785万円

産業用地造成事業 5,240万円 5,240万円

東 根 財 産 区 31万円 31万円

計 69億8,564万円 69億1,856万円

企　
業　
会　
計

水 道
事 業

収益的収入支出 10億2,606万円 10億3,393万円

資本的収入支出 6,609万円 5億8,684万円

下水道
事 業

収益的収入支出 10億���295万円 9億7,681万円

資本的収入支出 9億2,858万円 10億7,299万円

計 30億2,368万円 36億7,056万円

特別会計・企業会計

①市　　　税� 36億9,205万円
②寄　附　金� 39億7,222万円
③繰　入　金� 23億8,855万円
④繰　越　金� 5億2,574万円
⑤使 用 料 等� 5億　　46万円
⑥地方交付税� 43億2,669万円
⑦国庫支出金� 24億9,184万円
⑧市　　　債� 11億1,201万円
⑨県 支 出 金� 9億1,167万円
⑩地方消費税交付金� 7億　625万円
⑪そ　の　他� 6億5,616万円

①民　生　費� 62億9,198万円
②総　務　費� 61億1,917万円
③土　木　費� 21億5,326万円
④教　育　費� 16億3,615万円
⑤公　債　費� 14億1,864万円
⑥衛　生　費� 11億4,285万円
⑦農 林 業 費� 8億2,142万円
⑧消　防　費� 5億2,860万円
⑨商　工　費� 3億6,048万円
⑩そ　の　他� 3億2,487万円

【歳入】212億8,363万円 【歳出】207億9,743万円

令和５年度　決算を 認
定

依
存
財
源

102億462万円
（47.95％）

自
主
財
源

110億7,901万円
（52.05％）

歳入 歳出

●①

●②

●③

●④
●⑤

●⑥

●⑦

●⑧
●⑨

●⑪

●①

●②

●③

●④

●⑤

●⑥

●⑦
●⑧

●⑨ ●⑩
200億

180億

160億

140億

120億

100億

80億

60億

40億

20億

0

●⑩

議会のギモン？
🆀�　決算審査ってなに？
🅰�　市が前年度にお金を「何のために」「どのよ
うに集めたのか」「どのように使ったのか」を
議会が審査し、収入と支出が適法かつ適正に行
われたか確認することです。
　�　お金の使い方を議会が検証・評価するため、
決算審査での意見は、今後の予算編成に生かさ
れます。

決算審査特別委員会での質疑
一般会計・衛生費

母子保健事業（産婦人科・小児科オンライン相談事業）

問�　事業内容について詳細説明を求める。
答�　24時間いつでもウェブサイトの問い合わせ
フォームから300文字以内で送信すると24時間以
内に回答が届く「いつでも相談」と、18時から22
時までの時間帯（予約制）で10分間通話が可能な
「夜間相談」がある。いずれも医師・助産師が対応し、
令和６年度から「日中助産師相談」も実施している。
　�　なお、本事業は全国共通のシステムを活用してお
り、会員登録のための合言葉が必要となる。

反　対

決算に対する本会議での討論

決算審査特別委員会

　９月定例会では、議会選出監査委員を除く15人の議員で構成する決算審査特別委員会（菊地利衛委員長、武藤
広一副委員長）を設置し、令和５年度決算の審査を行いました。前年度の予算の使い方が適正かつ効率的であっ
たかをチェックし、一般会計・特別会計及び企業会計いずれの議案も認定しました。

※�金額は１万円未満を四捨五入しているため、
合計が一致しない場合があります。

▲ 郷土資料館災害復旧工事（令和４年３月16日発生の福島県
沖地震による被害の復旧）

　令和５年度決算に係る審査の参考とするため、決算
審査では、市内数箇所で現地調査も行われました。

市税では、鉱泉浴場の入
湯客に課税された入湯税
（364万円）が皆増（前年
度に数値がなく全額増加）
となりました。

民生費では、総合保健福祉
センターのZEB化改修事
業（6億895万円）の執行
や子ども子育て未来基金に
10億円を積立てています。

ココもcheck ココもcheck

一  般  会  計

賛　成
武藤　広一

　物価高騰等対策支援事業、総合健康福祉センター
ZEB化改修事業、教育・保育給付事業、新型コロナ
ウイルスワクチン接種事業、防災・減災関連事業など、
市民生活に即応した対策が講じられている。ふるさと
納税寄附金は39億円を超え、ふるさと応援基金の創
設、子ども子育て未来基金・学校施設整備基金に積み
増しを行うなど、将来を見据えた財政健全化にも取り
組んでいる。当局に感謝し、賛成する。

八島　定雄
　最善の行政を進めるには、デジタル技術に偏重する
ことなく、職員のマンパワーとアナログ対応をデジタ
ル技術と共に有効活用が強く求められる。また、マイ
ナ保険証の事実上の義務化と現行使用の健康保険証廃
止は大問題。マイナ保険証が作れない人を国民皆保険
制度から置き去りにする。断じて、許すことはできな
い。水道事業では、有収率が低く、漏水箇所を修繕し、
有収率の改善を強く求め、反対する。

令和６年５月31日
令和５年度会計

出納閉鎖

令和６年９月
令和５年度会計

決算審査

令和７年２月
令和７年度会計

予算審査

令和７年度会計
予算編成

議会は市のお金の使い
方をチェック。質疑も
行われました。

一会計年度のお金の出
し入れは、４月１日か
ら翌年５月31日まで

・決算書
・審査意見書
・ 主要な施策

の成果を説
明する書類

　など

水道事業会計
問�　有収率（※）が昨年度より4.7％下回り、漏水対策は
急務である。100万円以上の修繕が５件行われてい
るが、全体の修繕状況について問う。
答�　100万円以上も含めて配水管16件、給水管112件
の修繕を行っている。

（※）　供給した水量がどの程度収益につながっているかを表す。

産業用地造成事業特別会計
問�　企業誘致のため、高畑北地内に続き、用地を造成
していく予定はあるか。
答�　現在検討中である。以
前実施した用地の適地調
査を参考にし、高畑北地
内を除く市内７カ所につ
いても再度検討が必要で
ある。昨今の状況の変化
を見据えながら進めてい
きたい。

▲ 高畑北地内に整備した産
業用地（現地調査）

45 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 229号 229号



インターネット録画中継視聴者数
７月〜９月 延べ 767人

傍　聴　者　数 10人
インターネットライブ中継視聴者数 延べ 297人

第428回（令和６年９月）定例会

一 般 質 問
審議結果一覧

議案審議結果

●賛成と反対がわかれたもの� 〇…賛成　×…反対　－…退席又は欠席　　議長（馬場　道晴）は採決に加わらない。

提
　
出
　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

会派一心 かくだ未来
倶楽部

日本共産党
角田市議団

無会派
（会派に所属しない議員）

菊
地
　
利
衛

小
湊
　
　
毅

戸
村
眞
喜
夫

渡
邊
　
　
誠

武
藤
　
広
一

菅
野
　
マ
ホ

瀧
口
　
聖
人

日
下
　
七
郎

八
島
　
定
雄

齋
藤
　
克
敏

湯
村
　
　
勇

齋
藤
　
　
強

星
　
　
隆
悦

柄
目
　
孝
治

堀
田
　
孝
一

市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議案
第60号

角田市子ども医療費の助成に関する条例等の一部改正に
ついて

可決
（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第62号 角田市国民健康保険条例の一部改正について 可決

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第65号 令和６年度角田市一般会計補正予算（第４号） 可決

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第67号

令和６年度角田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

可決
（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第69号

令和６年度角田市産業用地造成事業特別会計補正予算
（第１号）

可決
（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第70号 令和６年度角田市水道事業会計補正予算（第３号） 可決

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第72号

令和５年度角田市一般会計及び各種特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定
（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第73号 令和５年度角田市水道事業会計決算の認定について 認定

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第75号 みやぎ県南中核病院企業団規約の変更について 可決

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第76号 角田市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 可決

（13：２）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

●全員が賛成したもの
提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議案
第56号 副市長の選任について

議案
第57号 教育長の任命について

議案
第58号 教育委員会委員の任命について

議案
第59号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案
第61号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

議案
第63号 角田市犯罪被害者等支援条例の一部改正について

議案
第64号 市営住宅条例の一部改正について

提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議案
第66号

令和６年度角田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）

議案
第68号 令和６年度角田市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第71号 令和６年度角田市下水道事業会計補正予算（第３号）

議案
第74号 令和５年度角田市下水道事業会計決算の認定について

諮問
第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議
員
議会案
第２号 阿武隈急行線の存続を求める決議について

副
市
長
の
選
任

《
再
任
》　
牛う

し　
澤ざ

わ　
　
　
順じ

ゅ
ん　

任
期　
令
和
６
年
10
月
１
日
～

（
４
年
間
）

教
育
長
の
任
命

《
再
任
》　
永な

が　
井い　
　
　
哲さ

と
し　

任
期　
令
和
６
年
10
月
１
日
～

（
３
年
間
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

《
新
任
》　
平ひ

ら　
山や

ま　
一か

ず　
恵え

任
期　
令
和
６
年
10
月
１
日
～

（
４
年
間
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

《
再
任
》　
都つ　
築づ

き　
正ま

さ　
典の

り

任
期　
令
和
６
年
10
月
12
日
～

（
４
年
間
）

皆
さ
ん
か
ら
の
陳
情

▼�

母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不

法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に

関
す
る
陳
情

張　
　
一
文

　インターネット
を利用したパソコ
ン・スマートフォ
ン・タブレット端
末でもライブ中継
がご覧になれます。
　また、インター

ネットによる録画中継の配信も行ってお
ります。

http://www.kakuda-city.stream.jfit.co.jp

ライブ・録画配信を行っています

角田市議会　映像配信 検索

　一般質問とは、角田市のさまざまな課題などについて、市長や教育長などに対し、事務の執行や将
来の考えを質すことです。質問は一問一答で、議員１人につき30分以内（答弁時間は含めない）で
行われます。
　質問した議員ごとに要約してお知らせします（その他の質問の要約は掲載されておりません。）。
　詳細は、各議員名の下の二次元コードを読み込むと、録画映像をご覧いただけます。

質
問
議
員

（
質
問
順
）

質　
問　
項　
目

頁

齋
藤　
克
敏

休
日
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

保
育
士
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

8

瀧
口　
聖
人

グ
ラ
イ
ダ
ー
機
体
の
格
納
庫
設
置
に
つ
い
て

飲
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
費
用
個
人
負
担
額
軽
減
に
つ
い

て紙
お
む
つ
等
購
入
券
利
用
の
対
象
者
に
つ
い
て

（
仮
称
）
婚
姻
推
進
活
動
支
援
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

8

戸
村
眞
喜
夫

中
山
間
地
域
で
発
生
し
て
い
る
未
曽
有
の
井
戸
水
枯
渇
問

題
に
つ
い
て

9

菅
野　
マ
ホ

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ
国
旗
・
国
歌
の
意
義
」
に
つ

い
て

「
角
田
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
宣
言
」
に
係
る
提
案
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

・�「
催
事
に
於
け
る
角
田
市
役
所
内
の
連
携
と
調
整
」
に

つ
い
て

9

八
島　
定
雄

予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
と
角
田
市
の
「
備
え
」
に
つ
い

てそ
の
他
の
質
問

・�

街
路
灯
及
び
防
犯
灯
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て

・�

50
代
か
ら
増
え
る
帯
状
疱
疹
へ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

10

小
湊　
　
毅

角
田
市
の
様
々
な
市
民
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

10

質
問
議
員

（
質
問
順
）

質　
問　
項　
目

頁

菊
地　
利
衛

長
期
総
合
計
画
か
ら
見
た
賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い

て阿
武
隈
急
行
線
を
走
り
続
け
さ
せ
る
た
め
に

11

日
下　
七
郎

市
道
（
行
政
財
産
）
の
管
理
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・�

角
田
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

・
小
中
学
校
で
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

11

星　
　
隆
悦

「
か
く
だ
市
民
子
育
て
憲
章
」
及
び
「
子
宝
宣
言
」
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

・�

子
育
て
支
援
策
（
職
場
環
境
）
等
に
つ
い
て

12

齋
藤　
　
強

充
実
し
た
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

よ
り
活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
つ
い
て

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

12
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

10人の議員が市政を問う 一 般 質 問
議
員
▼
介
護
や
医
療
、
障
害

福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
方

は
、
曜
日
や
祝
日
に
関
係
な

く
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
頼
れ

る
親
族
が
い
な
け
れ
ば
働
く

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

子
ど
も
を
家
族
に
迎
え
る
こ

と
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
や
自

己
実
現
を
親
が
諦
め
な
く
て

も
い
い
ま
ち
こ
そ
、
市
長
の

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
、
休
日
保
育
を

実
施
す
る
上
で
課
題
が
あ
る

か
問
う
。

市
長
▼
十
分
な
職
員
配
置
が

必
要
な
た
め
、
現
状
の
体
制

で
の
実
施
は
困
難
と
考
え
る
。

保
育
士
の
負
担
が
増
加
す
る

と
、
保
育
の
質
の
低
下
を
招

く
可
能
性
も
あ
る
。

議
員
▼
早
急
に
実
現
が
難
し

い
事
は
理
解
し
て
い
る
。
当

面
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
角
田
保
育

マ
マ
の
会
を
休
日
に
仕
事
で

利
用
す
る
場
合
に
一
部
助
成

制
度
の
検
討
を
行
っ
て
も
よ

い
か
と
思
う
。

　
現
在
、
休
日
保
育
を
実
施

し
て
い
る
近
隣
自
治
体
が
少

な
い
か
ら
こ
そ
、
先
ん
じ
て

行
う
こ
と
で
、
市
長
の
本
気

が
伝
わ
る
と
思
う
が
。

市
長
▼
休
日
保
育
に
つ
い
て

は
丁
寧
に
聞
き
取
り
な
が
ら
、

必
要
性
等
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
角
田
保
育
マ
マ
の
会

を
利
用
す
る
場
合
の
補
助
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

保
育
士
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て

議
員
▼
子
ど
も
の
命
を
預
か

る
保
育
の
仕
事
に
は
重
い
責

任
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
責

任
が
賃
金
等
に
反
映
し
て
い

な
い
現
状
か
ら
、
人
材
不
足

は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
中

島
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
る

保
育
士
の
多
く
は
会
計
年
度

任
用
職
員
だ
が
、
正
職
員
と

比
べ
る
と
福
利
厚
生
や
賃
金

な
ど
の
待
遇
に
差
が
あ
る
。

今
後
ま
す
ま
す
人
材
獲
得
競

争
は
激
化
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
、
待
遇
の
底
上
げ
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
待
遇
改
善

や
適
正
な
人
員
配
置
を
行
う

と
、
保
育
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
。
そ
の
恩
恵
を
一

番
に
受
け
る
の
は
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
。
待
遇
を
改
善
す

る
考
え
は
あ
る
か
問
う
。

市
長
▼
対
応
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
子
育
て
を

し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
は
、

他
自
治
体
で
も
行
っ
て
い
る

が
、
実
現
は
本
市
に
と
っ
て

大
事
で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
、

守
ら
れ
る
べ
き
存
在
が
し
っ

か
り
と
守
ら
れ
て
い
く
社
会

は
、
ど
の
世
代
に
お
い
て
も

住
み
や
す
い
社
会
だ
と
考
え

る
。
そ
れ
を
一
つ
の
基
準
に

し
て
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
▼
表
彰
式
で
は
「
日
の

丸
」
を
背
に
「
君
が
代
」
を

歌
う
選
手
の
姿
に
多
く
の
日

本
人
が
感
動
し
た
。
一
方
、

市
内
の
入
学
式
や
卒
業
式
に

参
列
す
る
と
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
国
歌
を

歌
わ
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。

日
本
を
愛
す
る
心
を
育
む
と

共
に
、
日
本
人
と
し
て
の
一

体
感
を
創
造
す
る
国
旗
掲
揚

と
国
歌
斉
唱
の
意
義
を
改
め

て
確
認
し
次
世
代
に
伝
え
る

べ
く
、
国
の
指
導
と
角
田
市

の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
平
成
11
年
に
「
国
旗

及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
」

と
し
て
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。

国
か
ら
市
へ
の
指
導
は
な
い
。

国
旗
掲
揚
は
市
が
主
催
す
る

多
く
の
式
典
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
国
歌
斉
唱
は
義
務
で

は
な
い
の
で
状
況
に
応
じ
て

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長
▼
学
校
教
育
に
お
け

る
国
旗
・
国
歌
の
取
扱
い

は
、
学
習
指
導
要
領
で
明
確

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
特
別
活
動
で
は
「
入
学

式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て

は
、
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
、

国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
、

国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導

す
る
も
の
と
す
る
」、
小
学

校
音
楽
で
は
「
国
歌
「
君
が

代
」
は
、
い
ず
れ
の
学
年
に

お
い
て
も
歌
え
る
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
市
内
小
中
学
校
で
は
、

社
会
科
や
音
楽
科
の
指
導
を

通
し
て
、
国
旗
と
国
歌
の
意

義
の
理
解
と
こ
れ
を
尊
重
す

る
態
度
等
を
養
っ
て
い
る
。

「
角
田
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

テ
ィ
宣
言
」
に
係
る
提
案

に
つ
い
て

【
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
の
新
設
】

議
員
▼
現
在
、
愛
好
家
の
若

者
は
町
中
で
練
習
を
し
て
い

る
が
、
騒
音
等
の
問
題
が
あ

り
練
習
施
設
を
造
っ
て
ほ
し

い
旨
の
要
望
が
あ
る
が
。

市
長
▼
練
習
施
設
が
あ
れ
ば

安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
。
全
国
的
に
は
民
間
事

業
者
や
愛
好
者
が
遊
休
施
設

等
を
活
用
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
の
で
、
多
方
面
か
ら
調

査
を
し
て
い
き
た
い
。

【
あ
ぶ
く
ま
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
増
設
と
冷
房
設
置
】

議
員
▼
利
用
者
の
方
々
か
ら

「
正
式
な
大
会
を
開
催
す
る

為
に
も
、
１
コ
ー
ス
を
増
設

し
て
４
コ
ー
ス（
36
ホ
ー
ル
）

に
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
要
望

が
あ
る
が
。

市
長
▼
１
コ
ー
ス
増
設
し
て

欲
し
い
と
い
う
ご
要
望
だ
が
、

費
用
等
の
面
か
ら
、
現
状
で

の
増
設
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
コ
ー
ス
の
増
設
に
あ

た
り
活
用
可
能
な
助
成
金
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
員
▼
あ
ぶ
く
ま
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
休
憩
所
に
冷
房
を

入
れ
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が

あ
る
が
。

市
長
▼
厳
し
い
暑
さ
が
続
く

状
況
に
あ
る
の
で
、
安
全

確
保
の
た
め
に
も
冷
房
導

入
（
リ
サ
イ
ク
ル
や
単
独
で

発
電
す
る
機
器
の
利
用
を
含

め
）
を
検
討
す
る
。

休
日
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

グ
ラ
イ
ダ
ー
機
体
の
格
納
庫

設
置
に
つ
い
て

方
々
に
は
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

飲
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
費
用

個
人
負
担
額
軽
減
に
つ
い
て

議
員
▼
市
の
補
助
を
増
額
し
、

個
人
負
担
額
を
軽
減
で
き
な

い
の
か
。

市
長
▼
個
人
負
担
の
軽
減
は
、

市
独
自
の
事
業
で
あ
り
、
上

下
水
道
使
用
料
と
の
公
平
性

を
考
慮
し
て
い
る
。
今
後
も

現
状
ど
お
り
負
担
い
た
だ
き

た
い
。

紙
お
む
つ
等
購
入
券
利
用

の
対
象
者
に
つ
い
て

議
員
▼
市
町
村
民
税
が
非
課

税
の
方
・
課
税
の
方
関
係
な

く
高
齢
者
の
介
護
者
に
紙
お

む
つ
等
購
入
券
を
支
給
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
問
う
。

市
長
▼
国
で
は
、
介
護
保
険

に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
と

し
て
の
紙
お
む
つ
等
の
介
護

用
品
の
支
給
は
、
令
和
８
年

度
ま
で
に
廃
止
・
縮
小
す
る

よ
う
市
町
村
に
求
め
て
い
る

状
況
の
た
め
、
本
市
と
し
て

も
市
町
村
民
税
が
課
税
の
方

を
対
象
に
追
加
す
る
予
定
は

な
い
。

（
仮
称
）婚
姻
推
進
活
動
支

援
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

議
員
▼
独
身
者
の
婚
活
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住

人
口
の
増
加
を
促
進
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

婚
活
推
進
活
動
支
援
事
業
助

成
金
の
交
付
を
要
望
す
る
が
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
本
市
で
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
婚
活
事
業
と
し
て

み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料
を
全
額
助
成
し

て
い
る
。
定
住
促
進
お
よ
び

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

婚
活
に
関
わ
る
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
令

和
７
年
度
に
、
婚
活
事
業
の

拡
大
に
着
手
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
い
く
。

瀧
　
口
　
聖
　
人

議
員
▼
地
球
温
暖
化
が
原
因

と
さ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
多
発
が
、
世
界
的
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
来
、

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

で
高
温
の
日
々
が
続
き
、
か

つ
、
降
水
量
が
極
端
に
少
な

く
、
中
山
間
地
域
で
は
前
例

の
な
い
渇
水
状
態
が
続
い
て

い
る
。
特
に
小
田
地
区
や
西

根
地
区
の
渇
水
状
態
が
ひ
ど

く
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
事
態
が
常
態
化
し
て
い

る
た
め
、
何
と
か
し
て
欲
し

い
と
い
う
訴
え
が
多
数
聞

こ
え
て
き
て
い
る
。
そ
こ

で
、
現
在
、
水
道
敷
設
不
可

能
地
域
へ
緊
急
を
要
す
る
対

策
（
飲
料
水
・
洗
濯
水
や
風

呂
水
等
の
生
活
用
水
）
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
本
年
２
月
よ
り
飲
料

水
用
ポ
リ
タ
ン
ク
の
貸
出
し
、

椿
の
湯
の
無
料
入
場
、
ロ
ー

リ
ー
タ
ン
ク
へ
の
給
水
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

議
員
▼
こ
の
よ
う
な
状
況
で

給
水
車
の
利
用
は
可
能
な
の

か
。

市
長
▼
給
水
車
は
、
断
水
時

の
飲
料
水
の
供
給
を
目
的
に

運
用
し
て
い
る
。
渇
水
対
策

と
し
て
、
新
た
に
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
運
搬
が
可
能
な
給

水
タ
ン
ク
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。
運
用
は
地
区
と
連
携

を
図
り
、
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

議
員
▼
井
戸
掘
り
等
の
根
本

的
な
対
策
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

市
長
▼
飲
料
水
安
定
確
保
対

策
事
業
で
井
戸
掘
削
費
用
の

２
分
の
１
を
助
成
し
て
お
り
、

今
年
６
月
末
か
ら
上
限
額
を

30
万
円
か
ら
百
万
円
に
増
額

し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
活

用
し
て
ほ
し
い
。

議
員
▼
高
倉
配
水
池
整
備
に

伴
う
配
水
管
布
設
に
よ
り
給

水
可
能
と
な
っ
た
西
根
１
区

小
原
田
地
区
の
方
々
に
、
水

道
利
用
の
推
進
の
た
め
、
井

戸
掘
削
と
同
じ
よ
う
に
水
道

導
入
費
用
に
補
助
事
業
を
適

用
で
き
な
い
か
。

市
長
▼
適
用
で
き
る
か
、
で

き
な
い
か
を
含
め
て
検
討
す

る
。

議
員
▼
西
根
５
区
釜
前
地
区

の
白
石
市
水
道
利
用
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
何
か
検
討
し

て
い
る
の
か
。

市
長
▼
本
地
区
で
の
新
た
な

配
水
池
や
配
水
管
の
整
備
に

は
数
億
円
規
模
の
工
事
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
住

民
の
方
々
か
ら
か
な
り
ま
と

ま
っ
た
数
の
水
道
給
水
申
込

が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る

が
、
現
在
そ
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。

議
員
▼
地
区
の
方
よ
り
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
等
の
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長
▼
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

調
査
を
し
な
が
ら
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
で
発
生
し
て
い
る
未
曽

有
の
井
戸
水
枯
渇
問
題
に
つ
い
て

戸
　
村
　
眞
喜
夫

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ
国

旗
・
国
歌
の
意
義
」
に
つ
い
て

菅
　
野
　
マ
　
ホ

議
員
▼
宮
城
県
航
空
協
会
関

係
者
と
グ
ラ
イ
ダ
ー
愛
好
者

の
方
々
は
、
角
田
滑
空
場
周

辺
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
機
体
の
格

納
庫
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。

角
田
滑
空
場
周
辺
に
格
納
庫

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
以
前
、
格
納
庫
設
置

に
つ
い
て
関
係
者
か
ら
話
が

あ
り
、
難
し
い
と
返
答
し
て

い
る
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
お
よ
び

角
田
滑
空
場
は
、
本
市
の
地

域
資
源
の
一
つ
と
し
て
定
着

し
て
い
る
の
で
、
関
係
者
の

齋
　
藤
　
克
　
敏
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

10人の議員が市政を問う 一 般 質 問

予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
と

角
田
市
の「
備
え
」に
つ
い
て

八
　
島
　
定
　
雄

議
員
▼
指
定
避
難
所
の
箇
所

数
と
施
設
ご
と
の
収
容
可
能

人
数
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
指
定
緊
急
避
難
場
所

は
50
カ
所
、
指
定
避
難
所
は

33
カ
所
あ
り
、
代
表
的
な
指

定
避
難
場
所
の
収
容
可
能
人

数
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
が
２

６
７
４
人
、
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
１
７
５
２
人
、

角
田
高
等
学
校
が
１
１
８
２

人
で
あ
る
。

議
員
▼
一
人
当
た
り
の
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
課
題
と
困

難
を
抱
え
て
い
な
い
か
。

市
長
▼
避
難
所
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
初
動
か
ら
応
急

期
の
収
容
可
能
人
数
は
、
屋

内
面
積
に
有
効
率
０
・
７
を

乗
じ
て
、
一
人
当
た
り
１
・

65
㎡
と
計
算
し
て
い
る
。
復

旧
期
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
テ
ン
ト
で
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等

を
使
用
し
て
避
難
所
生
活
に

困
難
を
抱
え
な
い
対
策
を
講

じ
る
。
な
お
、
初
動
は
発
災

当
日
、
応
急
期
は
３
日
目
ま

で
、
復
旧
期
は
１
週
間
ま
で
、

復
興
期
は
災
害
対
応
の
段
階

で
、
あ
る
程
度
復
興
し
て
い

く
ま
で
と
分
類
さ
れ
る
。

議
員
▼
炊
き
出
し
実
施
（
健

康
保
持
の
鍵
の
一
つ
で
あ
る

「
温
か
い
食
事
」
の
提
供
）

の
た
め
の
調
理
器
具
や
食
材

の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

市
長
▼
調
理
器
具
の
準
備
は

な
い
が
、
初
動
か
ら
応
急
期

ま
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
を
備

蓄
し
対
応
す
る
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
途
絶
や
集
団
生
活
と

い
っ
た
条
件
で
の
避
難
所
は
、

様
々
な
感
染
症
、
食
中
毒
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
発

災
直
後
か
ら
衛
生
管
理
に
徹

底
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
る
。

議
員
▼
避
難
所
・
在
宅
避
難

所
別
に
、
必
要
食
数
の
報
告

が
で
き
る
環
境
に
あ
る
か
。

市
長
▼
避
難
所
別
の
必
要
食

数
の
把
握
は
可
能
だ
が
、
在

宅
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
方
の
把
握
は
困
難
。
し

か
し
、
食
事
を
求
め
て
避
難

所
を
訪
れ
た
場
合
に
は
、
食

料
等
の
配
布
を
行
う
。

議
員
▼
女
性
・
子
ど
も
を
配

慮
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
安
心

し
て
使
用
で
き
る
、
人
権
に

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
の
準

備
は
で
き
て
い
る
か
。

市
長
▼
テ
ン
ト
等
を
活
用
し

た
更
衣
室
や
授
乳
室
の
準
備

を
し
て
い
る
。

議
員
▼
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
な
ど
、

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
▼
ペ
ッ
ト
同
伴
等
可
能

な
避
難
所
を
選
定
し
、
周
知

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
地
域
で
、「
防
災
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
」
等
を
実
施
し

て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
▼
防
災
意
識
の
普
及
は
、

自
主
防
災
組
織
や
防
災
指
導

員
等
を
対
象
に
研
修
を
実
施

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
中
で
、「
防
災
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
に
類
す
る
行
動
を

と
り
た
い
。

議
員
▼
「
市
民
活
動
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
行

わ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

市
長
▼
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。）
の
設
立

に
向
け
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
活
動
団
体
へ
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
目
的
に
実
施

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向

け
た
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、

本
市
の
実
情
に
即
し
、
市
民

が
集
い
主
体
的
に
活
動
で
き

る
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い

く
た
め
の
検
討
資
料
と
し
て

活
用
す
る
。な
お
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
公
表
は
、
基
本
方

針
を
ま
と
め
る
中
で
示
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
団
体
を
維
持
し
て
い

く
場
合
、
団
体
の
問
題
、
団

体
の
会
員
な
ど
の
不
平
不
満

が
あ
る
際
に
話
を
聞
く
、
問

題
解
決
に
共
に
取
り
組
む
方

と
い
う
体
制
が
あ
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
こ

れ
を
考
慮
し
た
体
制
を
、
市

と
し
て
構
築
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

市
長
▼
市
民
活
動
団
体
が
活

動
し
て
い
く
上
で
、
様
々
な

問
題
や
課
題
が
生
じ
て
い
る

こ
と
や
、
活
動
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
課
題
解
決
に

向
け
て
共
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
行
政
の
役
割
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。「
市

民
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
で
は
、
課
題
と
し

て
、
会
の
継
続
、
会
員
、
後

継
者
が
い
な
い
、
新
し
い
会

員
が
入
ら
な
い
、
活
動
資
金

が
足
り
な
い
な
ど
、
回
答
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民

活
動
団
体
の
実
態
を
し
っ
か

り
把
握
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
か

ら
、
専
任
職
員
の
配
置
を
し

た
上
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
相
談
に
当
た
る
体

制
を
つ
く
る
予
定
と
し
て
い

る
。
積
極
的
に
様
々
な
活
動

に
出
向
い
て
、
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
顔
の
見
え
る

関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
▼
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
が
窓
口
に
な
り
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
庁
内
で

定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
機
会
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
▼
現
在
、
様
々
な
形
で

組
織
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

そ
の
組
織
を
置
こ
う
と
し
て

い
る
が
、
課
題
は
そ
の
範
疇

だ
け
で
は
な
く
、
多
岐
に
わ

た
る
。
課
題
解
決
の
た
め
に

は
情
報
共
有
と
各
課
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

体
制
は
必
要
と
考
え
る
。

角
田
市
の
様
々
な
市
民
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て

小
　
湊
　
　
　
毅

議
員
▼
中
心
市
街
地
お
よ
び

角
田
駅
前
は
、
角
田
市
の
顔

と
し
て
都
市
機
能
を
有
し
賑

わ
い
の
拠
点
と
し
て
市
内
外

か
ら
集
い
た
く
な
る
エ
リ
ア

で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

市
長
▼
賑
わ
い
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
有
し
た
エ
リ
ア

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

議
員
▼
20
年
以
上
前
か
ら
駅

周
辺
開
発
な
ど
を
重
点
課
題

と
し
て
計
画
し
て
い
る
が
変

化
が
な
く
計
画
と
は
相
当
乖

離
し
て
い
る
。

市
長
▼
市
街
地
再
生
等
の
取

組
を
継
続
し
て
い
る
が
計
画

通
り
と
は
言
い
が
た
い
。

議
員
▼
雇
用
対
策
の
計
画
も

あ
る
が
、
従
業
者
数
の
減
少

幅
が
近
隣
市
町
よ
り
圧
倒
的

に
大
き
い
。

市
長
▼
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
。

議
員
▼
計
画
達
成
率
が
非
常

に
低
い
。
達
成
感
が
持
て
る

計
画
の
立
て
方
が
重
要
だ
。

市
長
▼
そ
の
通
り
で
あ
る
。

議
員
▼
結
果
に
結
び
つ
か
な

い
理
由
は
、
①
前
の
計
画
の

分
析
を
せ
ず
に
計
画
し
、
②

達
成
に
向
け
誰
が
何
を
す
る

か
明
確
で
な
い
か
ら
だ
。

市
長
▼
①
は
分
析
・
実
績
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
②
は
全

て
の
業
務
に
担
当
部
署
が
ひ

も
付
い
て
お
り
、
毎
年
の
行

政
評
価
と
３
カ
年
の
実
施
計

画
を
策
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
お
り
明
確

で
あ
る
。

議
員
▼
郷
土
資
料
館
を
街
中

交
流
拠
点
に
す
る
第
５
次
計

画
は
達
成
し
た
の
か
。

市
長
▼
本
町
パ
ー
ク
の
整
備

を
行
い
、
一
つ
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
進
行

形
で
あ
る
。

議
員
▼
な
ら
ば
第
６
次
計
画

に
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
。

市
長
▼
街
な
か
交
流
拠
点
も

含
め
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

議
員
▼
第
６
次
計
画
の
主
要

課
題
に
掲
げ
て
い
る
「
地
域

資
源
フ
ル
活
用
」
と
は
、
誰

が
何
を
活
用
す
る
の
か
。

市
長
▼
町
な
か
で
言
え
ば
郷

土
資
料
館
等
の
既
存
施
設
の

活
用
等
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
で
蓄
積
さ
れ
た
も
の

を
活
用
し
動
か
し
て
い
く
。

議
員
▼
目
標
と
手
法
は
シ
ン

プ
ル
に
誰
に
で
も
分
か
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
も
回
せ
な
い
。

市
長
▼
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
活
か
し
て
い
く
。

阿
武
隈
急
行
線
を
走
り
続

け
さ
せ
る
た
め
に

議
員
▼
存
続
が
決
定
し
て
も

多
額
の
支
援
金
が
続
け
ば
、

近
い
将
来
存
廃
議
論
が
再
発

す
る
。
利
用
拡
大
の
た
め
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
沿
線
の
魅
力
を
発

信
す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き

だ
。

市
長
▼
や
る
べ
き
と
考
え
る
。

議
員
▼
沿
線
自
治
体
の
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
阿

武
急
沿
線
見
所
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
沿
線
住
民

に
「
目
的
地
」
を
提
案
す
べ

き
だ
。

市
長
▼
沿
線
自
治
体
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
経
営
改
革
に
は
経
営

に
精
通
し
た
人
材
を
選
任
す

る
必
要
が
あ
る
。
公
募
制
等

に
変
え
て
い
く
べ
き
だ
。

市
長
▼
経
営
体
制
の
再
編
に

つ
い
て
、
各
取
締
役
等
と
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
期
総
合
計
画
か
ら
見
た
賑
わ

い
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

菊
　
地
　
利
　
衛

議
員
▼
道
路
交
通
法
施
行
令

が
改
正
（
以
下
「
改
正
施
行

令
」
と
い
う
。）
さ
れ
、
２

０
２
６
年
９
月
１
日
に
施
行

と
な
る
。

　
市
道
路
線
認
定
調
書
（
令

和
６
年
３
月
31
日
）
の
道
路

現
況
一
覧
表
に
よ
る
と
、
幹

線
１
級
・
２
級
72
路
線
の
実

延
長
が
14
万
３
９
１
７
・
２

㍍
の
う
ち
、
未
改
良
分
の
延

長
（
幅
員
が
狭
く
、
車
道
中

央
線
・
車
道
外
側
線
の
未
表

示
）
が
１
万
５
０
６
２
・
７

㍍
と
な
る
た
め
、
当
該
未
改

良
延
長
分
に
係
る
規
格
に
つ

い
て
は
、
角
田
市
市
道
の
構

造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る

条
例
（
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。）
第
３
条
の
道
路
の
区

分
の
規
定
に
基
づ
き
改
良
工

事
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

改
正
施
行
令
の
施
行
に
対
応

す
る
た
め
に
第
一
に
優
先
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長

に
問
う
。

市
長
▼
現
状
で
未
改
良
の
市

道
は
、
議
員
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
２
０
２
６
年
９

月
１
日
ま
で
に
す
べ
て
改
良

す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
本
市
の
道
路
改
良

は
防
災
・
減
災
構
想
に
係
る

事
業
や
要
望
が
あ
っ
た
箇
所

を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
る
。

改
正
施
行
令
の
施
行
ま
で
期

間
も
短
く
、
予
算
も
限
ら
れ

る
た
め
、
第
４
２
７
回
定
例

会
で
答
弁
の
と
お
り
、
交
通

量
の
多
い
１
級
・
２
級
な
ど

の
幹
線
道
路
や
歩
行
者
が
多

い
街
な
か
の
道
路
、
学
校
周

辺
な
ど
の
生
活
道
路
へ
の
車

道
中
央
線
・
車
道
外
側
線
の

表
示
を
優
先
し
て
対
応
を
し

て
い
く
。

議
員
▼
幹
線
１
級
・
２
級
の

未
改
良
１
万
５
０
６
２
・
７

㍍
の
現
状
と
条
例
の
規
定
に

基
づ
く
改
良
工
事
の
実
施
計

画
を
問
う
。

市
長
▼
未
改
良
の
主
な
現
状

は
、
条
例
に
定
め
る
幅
員
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
令
和
７
年
度
か
ら
９

年
度
の
角
田
市
第
６
次
長
期

総
合
計
画
上
の
実
施
計
画
で
、

１
級
市
道
の
駅
前
花
島
線
、

寺
前
笠
島
線
、
横
倉
高
倉
線

及
び
南
大
坊
泉
田
線
、
２
級

市
道
の
南
町
斗
蔵
線
及
び
戸

掛
梶
賀
線
に
お
い
て
測
量
設

計
と
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
▼
市
道
敷
地
を
角
田
市

が
取
得
後
、
移
転
登
記
が
で

き
な
い
も
の
が
、
過
っ
て
４

０
０
筆
の
未
登
記
と
思
う
が
、

未
登
記
市
道
敷
地
の
登
記
の

進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
未
登
記
の
筆
数
は
令

和
５
年
度
末
現
在
で
２
５
７

筆
で
あ
る
。
登
記
の
進
捗
は
、

令
和
３
年
度
で
３
筆
、
令
和

４
年
度
で
10
筆
、
令
和
５
年

度
で
４
筆
の
登
記
を
完
了
し
、

移
転
登
記
可
能
と
な
っ
た
も

の
か
ら
順
次
処
理
を
進
め
て

い
く
。

市
道
（
行
政
財
産
）
の
管
理

等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

日
　
下
　
七
　
郎
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一 般 質 問

「
か
く
だ
市
民
子
育
て
憲
章
」

及
び
「
子
宝
宣
言
」
に
つ
い
て

議
員
▼
第
４
２
７
回
定
例
会

の
私
の
一
般
質
問
に
お
け
る

市
長
の
反
問
に
対
し
、「
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
的
発
想
に
よ
る

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

今
は
出
産
で
亡
く
な
る
女
性

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
命

懸
け
の
行
為
で
あ
る
。
戦
前

の
よ
う
な
多
産
奨
励
主
義
の

強
要
で
は
な
く
、
女
性
へ
の

尊
崇
（
リ
ス
ペ
ク
ト
）
の
念

を
込
め
た
「
子
宝
条
例
」
の

制
定
や�

「
子
宝
宣
言
」
も
必

要
だ
。
宮
司
で
も
あ
る
黑
須

市
長
こ
そ
他
自
治
体
に
な
い

財
政
負
担
を
伴
わ
な
い
特
徴

あ
る
施
策
を
講
じ
ら
れ
る
。」

と
答
弁
し
た
。

　
本
市
で
は
平
成
19
年
１
月

１
日
に
「
か
く
だ
市
民
子
育

て
憲
章
」
を
制
定
し
、
子
ど

も
た
ち
は
、「
か
け
が
え
の

な
い
社
会
の
宝
」
と
し
て
い

る
。
憲
章
を
刻
ん
だ
石
碑
が

ウ
エ
ル
パ
ー
ク
の
敷
地
内
に

建
立
さ
れ
て
い
る
。
憲
章
の

制
定
は
、
先
見
の
明
が
あ
り

大
変
良
か
っ
た
と
思
う
が
、

憲
章
碑
建
立
の
予
算
額
は
２

４
１
万
円
で
、
そ
の
後
の
移

転
費
用
を
含
め
多
額
の
費
用

が
当
時
の
議
会
で
も
審
議
さ

れ
、
今
考
え
れ
ば
不
要
な
支

出
と
思
わ
れ
る
。

　
市
民
は
「
か
く
だ
市
民
子

育
て
憲
章
」
を
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
市
民

に
対
し
、
こ
の
憲
章
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
具
体
的
な

策
を
問
う
。

市
長
▼
憲
章
は
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
の
下
に
一
体
と
な
り
、

少
子
化
、
子
育
て
支
援
対
策

に
取
り
組
む
た
め
の
重
要
な

指
針
で
あ
る
。
今
後
、
角
田

市
は
っ
ぴ
ぃ
子
育
て
支
援
サ

イ
ト
や
広
報
か
く
だ
、
保
育

施
設
等
へ
の
掲
示
、
今
年
度

策
定
す
る
こ
ど
も
計
画
に
も

示
し
、
広
く
市
民
に
周
知
し

て
い
き
た
い
。

星
　
　
　
隆
　
悦

議
員
▼
中
核
病
院
の
周
産
期

医
療
再
開
は
い
つ
頃
か
。

市
長
▼
令
和
９
年
度
ま
で
に

再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

議
員
▼
小
児
科
招
致
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

市
長
▼
令
和
５
、
６
年
度
に

業
務
委
託
に
よ
る
招
致
の
採

算
性
等
を
検
討
。
補
助
制
度

等
を
実
施
し
た
場
合
に
は
実

現
可
能
性
が
あ
る
試
算
に

な
っ
た
。

議
員
▼
小
児
科
医
の
確
保
が

最
も
困
難
な
案
件
で
は
。

市
長
▼
他
自
治
体
で
成
功
し

た
医
師
公
募
等
の
調
査
や
大

学
病
院
等
で
の
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
く
。

議
員
▼
市
内
既
存
病
院
の
一

角
を
借
り
て
、
週
２
日
か
ら

３
日
程
度
の
診
療
な
ら
ば
大

学
病
院
等
か
ら
の
医
師
派
遣

も
現
実
的
に
可
能
で
は
。

市
長
▼
補
助
制
度
創
設
の
ほ

か
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
大
学
病
院
等
か
ら
の

医
師
派
遣
に
は
信
頼
関
係
の

構
築
が
必
要
。
お
願
い
に
何

度
も
足
を
運
ぶ
べ
き
で
は
。

市
長
▼
医
師
会
や
中
核
病
院

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
今

後
も
足
を
運
ん
で
い
く
。

議
員
▼
子
ど
も
が
夜
間
や
休

日
に
中
核
病
院
を
受
診
し
た

場
合
、
７
，
７
０
０
円
の
選

定
療
養
費
負
担
が
あ
る
。
少

子
化
対
策
と
し
て
角
田
市
が

負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
財
政
や
世
代
間
の
状

況
を
踏
ま
え
て
実
施
の
可
否

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
員
▼
角
田
市
内
に
病
児
保

育
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長
▼
こ
ど
も
計
画
策
定
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
ニ
ー

ズ
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
。

実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

よ
り
活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
に
つ
い
て

議
員
▼
梅
ま
つ
り
等
は
道
の

駅
に
開
催
場
所
を
移
し
、
夏

ま
つ
り
も
縮
小
。
中
心
部
の

賑
わ
い
が
減
少
し
、
空
洞
化

に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
。

市
長
▼
各
事
業
主
体
と
連
携

し
、
街
な
か
に
賑
わ
い
が
回

復
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

議
員
▼
夏
ま
つ
り
を
、
以
前

の
仲
町
通
り
、
天
神
町
通
り

に
戻
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長
▼
実
行
委
員
会
に
よ
る

検
討
を
今
後
も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

議
員
▼
市
外
の
方
も
多
く
来

場
す
る
新
規
イ
ベ
ン
ト
で
賑

わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
は
。

市
長
▼
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の
魅

力
向
上
と
Ｋ
ス
ポ
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
推
進
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に

つ
い
て

議
員
▼
総
合
体
育
館
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長
▼
施
設
の
長
寿
命
化
工

事
と
財
政
を
考
慮
し
、
何
と

か
見
出
し
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
小
中
学
校
の
体
育
館

に
も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
で
は
。

市
長
▼
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に

シ
ニ
ア
料
金
を
設
定
す
べ
き
。

市
長
▼
60
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
（
月

額
）
を
設
定
し
て
い
る
。
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

充
実
し
た
少
子
化
対
策
に
つ

い
て

全会一致
で可決

議会案
第２号

阿武隈急行線の
存続を求める決議

阿武隈急行線の存続を求める決議
　宮城県柴田町と福島県福島市を結ぶ阿武隈急行線を運行する阿武隈急行株式会社は、人口減少による利用
者の減少に加え、令和元年東日本台風や令和４年３月の福島県沖地震等の度重なる自然災害、新型コロナウ
イルス感染症の影響、更には施設の老朽化に伴う修繕費等の増加により、経営状況は非常に厳しいものとなっ
ている。
　このような状況を踏まえ、阿武隈急行株式会社の赤字拡大を抑制するための抜本的な経営改善方策を議論
するため、令和５年３月に阿武隈急行線在り方検討会が設置された。これまで６回の議論がなされており、
バス転換についても検討が進められている。
　阿武隈急行線は、角田市民のみならず、沿線自治体住民の通勤や通学、通院などの日常生活に欠かすこと
のできない鉄路であり、観光や地域振興においても重要な役割を担っている。そのため、本市の財政状況が
厳しいことは十分認識しているものの、引き続き関係自治体及び関係機関などの協調の下に経営支援を行う
とともに、現在の鉄路を維持し、仙台駅直通便を存続させ、阿武隈急行株式会社や沿線自治体などと共に、
利用促進に向けた取組をより一層推進することが必要である。
　バス転換による鉄道の廃止、仙台駅直通便の廃止は、角田市民と沿線自治体住民の利便性を大きく低下さ
せ、更なる利用者離れの要因となり、地域そのものが衰退へ向かうことが強く危惧される。阿武隈急行線は、
道路や橋、河川整備、上下水道と同じ重要なインフラであり、角田市民と沿線自治体住民の生活に必要不可
欠なものである。
　よって、角田市議会は、阿武隈急行線の存続を強く求めることを決議する。

　令和６年９月26日
宮城県角田市議会　　

議 
会 
日 

誌

７
月

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
月

１
日　
議
会
だ
よ
り
第
２
２
８
号
発
行

２
日　
会
派
代
表
者
会
議

９
日　
会
派
代
表
者
会
議

23
日　

�

第
４
２
８
回
定
例
会
招
集
告
示
・
会

派
代
表
者
会
議

27
日　

�

議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

30
日　

�

本
会
議
（
第
１
日
）・
会
派
代
表
者

会
議
・
正
副
委
員
長
会
議

９
月

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

10
日　

�

本
会
議
（
第
２
日
）・
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
第
１
日
）

11
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
２
日
）

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

18
日　

�

本
会
議
（
第
３
日
）・
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
第
３
日
）

19
日　

�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
４
日
）・

会
派
代
表
者
会
議

20
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
５
日
）

24
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

25
日　

�

本
会
議
（
第
５
日
）・
議
会
運
営
委

員
会

26
日　

�

本
会
議
（
第
６
日
）・
議
会
運
営
委

員
会
・
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

10
月

21
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

　角田市議会では、阿武隈急行線の厳しい経営状況と沿線自治体住民有志が活
発な活動を推進していることなどを踏まえ、第428回定例会の最終日に、議会
案「阿武隈急行線の存続を求める決議」を提案し、全会一致で可決しました。
　決議の内容についてお知らせします。

決議とは、議会としての意思
を対外的に表明するために行
われる議会の議決のことです。

○ 

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

を
願
い
、
安
心
し
て
生
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

○ 
地
域
の
子
ど
も
も
我
が
子

と
同
じ
、
明
る
く
元
気
で

健
や
か
な
子
ど
も
に
育
て

ま
す
。

○ 

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
認

め
合
い
、
命
を
大
切
に
し
、

感
謝
の
心
と
思
い
や
り
の

あ
る
子
ど
も
に
育
て
ま
す
。

○ 

自
ら
判
断
す
る
力
を
養
い
、

社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

あ
る
行
動
が
で
き
る
子
ど

も
に
育
て
ま
す
。

○ 

人
と
自
然
を
大
切
に
し
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど

も
に
育
て
ま
す
。

齋
　
藤
　
　
　
強
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議会だよりクイズ

発行：角田市議会　編集：議会だより編集会議
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12月定例会の予定
会期
12月４日（水）～12月20日（金）

本会議の日程（午前10時開会）

12月４日 提案理由の説明

13日 質疑・自由討議

18日 討論・表決・一般質問

19日 一般質問

20日 最終日

※日程は変更になる場合があります。
※本会議はライブ配信を行います。

請願・陳情の提出期限は
11月27日（水）まで

編 集 後 記
　市長・副市長・教育長が再任と
なりました。角田市民の為、将来
の角田市の為、しっかりとした施
策を行って頂くことを期待してい
ます。今回の議会は、昨年度の施
策に対する評価に対する決算審査
が主な議題となりましたが、この
審議により、本年度の補正予算、
来年度の施策につなげる内容にな
れたと思います。議会・議員とし
て、施策に対する評価検証、そし
て新たな施策の提言を今後もしっ
かり行ってまいります。
　皆様のご意見、ご要望、ご不満
等をお気軽にお話し頂けると幸い
です。
　議会だより編集会議

委員　小湊　　毅

議会だより第228号（8月号）
アンケート結果

　どのような内容であれば、さら
に「かくだ市議会だより」を読み
たくなると思いますか。（複数回答）

①市政に関する特集 ３人
②写真やイラストが多い ２人
③見やすいレイアウト １人
④身近な人（市民）が登場する
　（市民の声、市民との対談等） ３人
⑤定例会や委員会以外の議会活動 ３人
⑥各会派の活動や紹介 ４人
⑦各議員の活動や紹介 ４人
⑧このままでよい １人

詳細は市議会のホームページをご覧く
ださい。

阿武隈急行線の鉄路維持を阿武隈急行線の鉄路維持を
～市長に「阿武隈急行線の存続を求める決議」を提出しました～

　「あぶきゅう」のこと、皆さんわか
りますか？
Ｑ１ 　あぶきゅう（槻木駅～福島駅）

に駅は全部でいくつある？
Ｑ２ 　あぶきゅうの路線距離は何キロ

メートル？
Ｑ３ 　あぶきゅうが全線開通したのは

いつ？
Ｑ４ 　あぶきゅうの車両基地はどこに

ある？

　クイズの答えは令和７年１月発行の
議会だよりに掲載します。お楽しみに！

角田駅の年間乗降者数及び１日平均乗降者数の推移年間乗降者数計
（人）

1日平均
（人）

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

年間乗降者数計 １日平均

東日本大震災発生 令和元年東日本台風発生

福島県沖地震発生
（令和3年2月、
　 令和4年3月）

新型コロナウイルス
感染症発生

年間乗降者数及び１日平均乗降者数は、阿武隈急行株式会社の会社概況（令和
６年７月１日現在）の数値をグラフ化したものです。

　第428回定例会において「阿武隈急行線の存続を求める決議」（13
ページに掲載）が全会一致で可決しました。阿武隈急行線は重要な
インフラであり「市民と沿線自治体住民の日常生活に必要不可欠で
ある」「鉄路の廃止は地域の衰退につながる」「鉄路として維持する」
ことなどを盛り込んだ決議書を馬場議長（写真右）から黑須市長に
提出しました。
　10月４日、宮城県と沿線自治体の角田市、柴田町、丸森町は、
宮城県側区間の鉄路を維持する方針で合意しました。
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